
評価しても
らいたい点
①あり方
②課題

①

　環境問題の普及啓発においては、来場者等の理解を深める内容であるとともに魅力あるイベントであることが不
可欠である。そのためには、「協働」により区民団体や事業者等の様々なアイディアを事業に反映させ、分かりやす
く魅力ある事業とすることが必要である。
　環境月間の中心事業である「かつしか環境・緑化フェア」の現在の運営形態は、区単独（直営）であるが、多数の
区民団体（環境保全団体）や事業者等に出展者として参加を得ており、現状でもある程度「協働」により実施されて
いる。しかし、各出展者の工夫だけではイベント全体を通しての環境問題の普及啓発に限界があるため、まずは、
中心事業である「環境・緑化フェア」から「協働」の視点を取り入れ、区と出展者、出展者相互の協働により、企画段
階から区民団体や事業者等の様々なアイデアを取り入れた運営方法に転換していくことを検討していく。
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　　「環境・緑化フェア」については、平成23年度事務事業評価表(重点評価)において、「出展団体の交流及び意見
交換が図られる仕組みをつくり、区・区民団体・事業者が協力し来場者にメッセージを伝えられる企画を検討する。」
と今後の方向性を記載し、区単独(直営)から協働の視点を強化してより来場者の増加を見込める事業への転換を
進めてきた。新たに意見交換会を実施するなど、参加団体の声を運営に反映させる仕組みを作ったが、フェアの企
画・立案、全体調整などは区職員主導で進められている。今後は、 飾区地球温暖化対策地域協議会や 飾区生
物多様性推進協議会との共催にするなどして、区民・事業者との協働イベントとしての方向性を明確にしていくとと
もに、体験型・参加型のブースを増やすなど内容の充実を図り、来場者を増やしていく。さらに、環境月間を契機
に、年間を通じた環境問題の普及啓発へつなげていく。
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概要

　環境基本法が定めた６月５日の「環境の日」と国(環境省)の定めた６月の「環境月間」に合わせて、環境保全団体等の区
民団体、各種事業者、公共機関等の協力団体の参加を得て、平成３年度以降、毎年、「かつしか環境・緑化フェア」を開催
するとともに、環境保全団体等の区民団体の活動などを紹介する「環境月間パネル展」を区民ホールや地区センター等を
巡回して実施する。
　また、小学校高学年と中学生を対象に「環境ポスターコンクール」の作品を募集し、優秀作品については区民ホールや地
区センターを会場とした巡回展示会を行う。

１　６月の環境月間に合わせて、区民団体(環境保全活動団体)や事業者、協力団体(公共機関等)の参加・協力を得て、区主催の「かつし
か環境・緑化フェア」を、テクノプラザかつしかを会場として開催する。【平成25年度実績】参加団体数：30団体、入場者数：3,500人
２　区民団体(環境保全活動団体)の活動や地球温暖化防止に関する取組みなどを紹介する「環境月間パネル展」を、区民ホール、エコラ
イフプラザ、地区センターの区施設５会場を巡回して実施する。【平成25年度実績】開催日数：33日間、入場者数：2,988人
３　小学校４～６年生及び中学生を対象に、環境をテーマとする「環境ポスターコンクール」を実施する。審査会で優秀作品を選出し、入賞
者は表彰するとともに、優秀作品は区民ホール、エコライフプラザ・地区センターの区施設６会場を巡回する優秀作品展示会を行う。ま
た、優秀作品(区長賞)については、環境副読本の表紙として活用している。 【平成25年度実績】応募作品数：547点、表彰数：68点、入場
者数4,600人
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事業の目的
　イベント等を通して、区民の環境保全や地球温暖化防止に関する意識や緑化意識を高め、一人ひとりが環境に配慮した行動を実践す
る契機とするとともに、緑の保全と創出を促進する。また、ポスターの作成及び展示等を通して、児童・生徒のほか区民の環境保全等に
関する意識の啓発を図る。
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　環境月間イベント来場者数のうち、環境・緑化フェアの来場者数は、６月の梅雨時の開催ということもあり当日の天候により大きく
左右される。平成25年度は雨天であったため、前年度より大幅な入場者の減となった。また、「環境月間パネル展」及び「環境ポス
ターコンクール」の来場者数は、年度により変動があるものの、それぞれ、３千人前後、４千５００～５千人の範囲で推移している。
　本事業の中心的イベントである環境・緑化フェアについては、現時点でもある程度の来場者を確保し、環境問題の普及啓発に役
立っていると考えているが、今後も更なる工夫により来場者を増やしていきたい。
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　課内の業務分担を見直したことによる人件費の
増。直接事業費はほぼ横ばい。
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区民に環境や地球温暖化防止に関する取組みを紹介し、環境に配慮した行動を実践する契

機となるよう、「環境月間パネル展」を開催しています。 

新小岩北地区センター・エコライフプラザ・金町地区センター・高砂地区センター・・区民ホール

を巡回し、パネルを展示します。 

１ 目 的 

区民に環境保全や地球温暖化防止に関する取組みを紹介し、環境に配慮した行動を実践す

る契機となるよう啓発を行います。 

２ 開催場所及び日時 

（展示期間）                （開催場所） 

５月３１日(土）～６月６日(金）    新小岩北地区センター（東新小岩 6－21‐1） 

６月７日(土）～１３日(金）        かつしかエコライフプラザ（立石 1-9-1）  

６月１７日(火）～２３日(月）    金町地区センター   (東金町 1-22-1） 

６月２４日(火）～３０日(月）    高砂地区センター   (高砂 3－１－39） 

７月１日（火）～９日（水）          区役所２階区民ホール（立石 5－13－1） 

※ 延４０日間。各会場の最終日は午後２時まで。 

３ 実施内容 

（１）区内で環境保全活動を実践している区民団体の環境保全に関する取組みを紹介。 

（２）地球温暖化防止啓発パネルの展示。 

（３）太陽光発電システム、雨水貯水槽の補助金制度の紹介。 

（４）環境・緑化フェア２０１４のＰＲ 

飾区環境部環境課庶務係 あて 

ＦＡＸ ５６９８－１５３８ 

電 話（代表）３６９５－１１１１  

内線３５０２  

（直通）５６５４－８２２７ 

環境月間パネル展について
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